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	　　　　　　　　　　　　　　　　 　 遊泳プールでの死亡事故
今年７月３１日に埼玉県内の市営の遊泳プールで小学２年生の女児が死亡するという痛ましい事故が発生しました。この事故の市の調査報告書が１０月１６日に公開されましたので、その概要と問題点ついてまとめました。
事件の概要

平成１８年７月３１日、埼玉県ふじみ野市の市営プール（流水プール）で、遊びに来ていた小学２年生の女児が大勢の人の前で吸水口に吸い込まれ死亡しました。

午後１時３０分頃遊泳を楽しんでいた児童が外れた吸水口の防護柵を発見しプールサイドの監視員に届け出た。届出を受けた監視員はどこの柵で、どのような役目をはたしているか理解できなかった。連絡を受けた管理責任者がプールサイドに出向き、吸水口の柵であり、再度取り付けなければならないことを理解した。管理責任者は監視員に吸水口の上のプールサイドに立たせて、遊泳者に「吸水口に近づかないよう」口頭で注意を呼びかけるよう指示した。午後１時４０分頃事故は発生したが、それまで、放送で注意を呼びかけたり、遊泳者をプールから上がるように指示したり、また、起流ポンプのスイッチを切る措置などを行わなかった。

管理責任者が危険性を把握して、直ぐに起流ポンプのスイッチを切れば事故は防げたかもしれない。
吸水口

　受託業者が、防護柵の清掃作業を実施する際、取り外し、清掃後に取り付けをした。その際何らかの理由により、ネジとそれを受けるネジ受けの孔が一致せず、やむを得ず針金で固定した。問題点として、防護柵は本来外すべきものではなかった。本来ビスで固定すべき箇所を継続して針金で固定していた。

　流水プールには３ヵ所の吸水口があり、各２枚づつ防護柵があった。事故があった吸水口の防護柵は４隅全てが針金で代用されていた。もう１枚は４隅ボルトで固定されていた。あと２箇所の吸水口の防護柵４枚で、４隅全てをボルトで固定していたものは無かった。（８月４日読売新聞朝刊を参考）

市（設置者）の責任

　平成１4年に川越保健所長からの通知で「プールを設置する段階において、排（吸）水口は、堅固な金網や格子鉄蓋等を設けてネジ、ボルト等で固定させるとともに、二重目としてその先の配管口は金具等（吸い込み防止金具）を設置すること、また、その施設の適正な維持管理をする」が求められている。これは法的強制力を有するものではなかったが、安全確保の見地からこの基準に従うべきであった。

　市教育委員会は、プール管理業務は委託によるもので、業務を受託した業者が必要な点検作業を行いものであるとの認識から安全点検作業を十分に行っていなかった。そのため、針金固定という事実すら確認していなかった。現場にて安全確認を行い、適切な処理を行っていれば、事故は起きなかったはずである。
　受託業者の過失が大きく報じられていますが、現場の安全確認及び受託業者への、適切な指導がなされなかった市の責任は大きいと考えられます。

保健所（指導監督）の責任

　平成１4年の事故防止の通知後、監視員が現場調査したのか、危険性を把握していたのか、どのような指導をしたのかは不明ですが、危険が放置され、改善されなかったのは事実です。

遊泳プールの安全について、設置者より保健所監視員の方が、知識及び情報があると考えられ、少なければ指導できるように知識及び情報を得る必要があると考えられます。

斜字：１０月１６日に公開された調査報告書から抜粋。アドレスは次のとおり

http://www.city.fujimino.saitama.jp/profile/policy/pdf/pooljikohoukoku.pdf
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